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　　　　　　　　　花山だより（六刀）
　今月は新らしく三三として3名が三三され，急に賑やかになった．帥ち塚
本義一氏は！口から，自宅八日市より毎日通はれ，是澤三郎氏は7日より宿合
に泊り込みで，何れも志願助手として種々の研究を始められる．叉，た8日
の探用試験に合格した給仕魑嶋武君は11口より通勤，　口下，栗鼠の様にすば
しこく駈け廻って働いてゐます．
　2日15時から，ブラジルに居られた高木義一氏のしブラジルの話「を聞く・漏
壷會ブラジル支部壷屋氏御宅の直ぐ近くに佐ってゐられた由．珍らしい話が
績いて時の経つのも忘れる，爾ぼ，此の話の途巾で，山本・稻葉爾氏は高松
宮爾殿下倉敷天文嘉行啓奉迎のため退席する．1日置v・て4日14時より理論士
能田忠亮氏のL漢書に見えたる五星聚ZF東井を論じ，併せて秦の三時三月論に
及ぶ■と題され，支那天文學に關する二二を蓮べられた．此の日は東方文化
學院の島本氏も三三された．術ほ，同日17時より寓眞講習會が先月よりの響
きとして開かれた．此の講習會は次の11日を以て完了した・今月の常識講座
は四月の豫定を其のまxに，駒井卓二十のL遺傅の話■が16日に開かれた・或
る造傳要素は染色膿の何虚の所にあると言ふ事まで知れてみると聞かされて
驚く．丁度，一般人がL何萬光年の彼方「と言ふの6一驚くのと同じ様な事であ
らう．
　18日ぽ本丁創立37週年記念日として二三開放，花山天文豪も公開する．準
備は以前から進められ，前日の日曜日にも特に集って，すっかり二丁上る・
：大儲の道順は（1）遺跡地F室北入口より廊下を見て爲眞原板陳　欄，圏書
室で幻燈，無線室，大ド1ム，露豪より外へ出る．（2）子∠F旧館は外から見る
丈で，西端の準備室には協會の責店が出て，絵葉書等温る．（3）46糎カルバ
1，是丈を見せる．爾ぼ（1）と（2）の間に虚幻ケ茶屋の出張店が出來た・参観
者総敷は約二千名位かと思ふ，丁度好晴で大黒鮎が現はれたので，30糎で投
影して見せた．公開時闇は9時30分より17時30分までs’あった．23日は協會の
例會．夜は曇天であったが公開し，50名詮に雲を通して月等見せる．
　18糎赤道儀微動装置故障で5日及び先月31日に西村製作所より來てもらっ
て修理する．ポンプが14日故障を起し，翌目までかNって螢繕課で修理して
臭れる．9日山本教授は日食會議のため東上．同教授夫入より頂戴のハムレッ
ト劇招待2？で一一一・同親劇．14日は山本教授移博，新御宅にて27日夜宿舎委員會
合する．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（星見　山　人）
